
 

佐
賀
地
本
は
、
1
月
20
日

（
土
）
、
県
内
４
コ
会
場
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒(

一
般) 

第
１
次
試
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
試
験
は
、
中
学
校
卒
業
予

定
者
等
の
男
子
を
対
象
と
し
て

お
り
、
普
通
科
高
校
と
同
等
の

教
育
を
受
け
、
資
質
と
識
能
を

修
得
し
つ
つ
、
多
く
の
ハ
イ
テ

ク
装
備
品
を
保
有
す
る
陸
上
自

衛
隊
に
お
い
て
、
整
備
・
操
作

要
員
の
中
核
と
な
っ
て
活
躍
す

る
専
門
技
術
者
の
育
成
を
目
的

と
し
て
、
採
用
す
る
も
の
で
す
。 

 

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
所
在 

す
る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
で
の
３
年
間
の
教
育
を
通
じ

て
、
技
術
的
な
識
能
を
有
し
、

知
徳
体
を
兼
ね
備
え
た
伸
展
性

あ
る
陸
上
自
衛
官
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 

 

約
30
名
の
受
験
者
は
、
厳
正

な
試
験
管
理
の
中
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
、
最
後
ま
で
、
真
剣

に
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
日
本
の
将
来

を
担
う
自
衛
官
を
目
指
す
志
願

者
の
熱
意
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
募
集
業
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
１
月
19
日

（
金
）
か
ら
１
月
23
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
久
留
米
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第
４
高
射
特
科
大
隊

（
久
留
米
）
が
担
任
す
る
予
備

自
衛
官
５
日
間
招
集
訓
練
に
参

加
す
る
78
名
の
予
備
自
衛
官
の

受
入
れ
等
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
、

厳
し
い
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

真
剣
な
表
情
で
各
種
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
に
は
、
最
終
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
１
名
の
方

と
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
30
年 

  

佐
賀
地
本
は
、
1
月
16
日

（
火
）
、
陸
自
目
達
原
駐
屯
地

及
び
空
自
高
良
台
分
屯
基
地
に

お
い
て
、
市
町
自
衛
官
等
募
集

事
務
担
当
者
の
部
隊
研
修
を
行

い
ま
し
た
。 

 

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、

航
空
機
及
び
災
害
派
遣
初
動
対

処
器
材
の
研
修
を
通
じ
て
、
災

害
等
に
お
け
る
自
衛
隊
の
迅
速

な
初
動
対
処
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

隊
員
食
堂
に
お
い
て
、
体
験

喫
食
の
後
、
高
良
台
分
屯
基
地

に
移
動
し
、
対
空
ミ
サ
イ
ル
等 

間
、
10
年
間
と
勤
務
さ
れ
た
３

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
勤
続
を
称
え
て
、
表
彰
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 
訓
練
参
加
者
は
、
「
予
備
自

衛
官
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
、
普
段
の
仕
事
に
も
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話

し
、
す
が
す
が
し
い
表
情
で
久

留
米
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
予
備
自
衛
官

と
訓
練
担
当
部
隊
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
安
心
し
て
出
頭
で

き
る
環
境
を
保
っ
て
参
り
ま
す
。 

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

国
外
情
勢
が
緊
張
す
る
中
、

自
衛
隊
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
災
害
や

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
的
確

な
対
応
が
な
さ
れ
て
お
り
、
心

強
く
感
じ
ま
し
た
。
」
、
「
隊

員
の
確
保
に
協
力
し
た
い
。
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

官
等
募
集
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
１
月
11
日

（
木
）
、
本
部
会
議
室
に
お
い

て
自
衛
隊
福
岡
病
院
が
行
う
巡

回
保
健
衛
生
指
導
を
受
け
ま
し

た
。 

 

巡
回
保
健
衛
生
指
導
は
、
看

護
官
等
及
び
臨
床
心
理
士
等
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
を
受
け
、

保
健
衛
生
に
関
す
る
教
育
・
指

導
及
び
相
談
を
通
じ
て
、
隊
員

の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
「
大
量
飲
酒
の

害
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
飲
酒 

 

佐
賀
地
本
は
、
2
月
1
日

（
木
）
か
ら
2
月
2
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
海
自
呉
・
江
田
島

基
地
に
お
い
て
、
就
職
援
護
協

力
者
の
部
隊
研
修
を
行
い
ま
し

た
。 

 

呉
基
地
に
お
い
て
は
、
艦
艇

の
研
修
を
通
じ
て
、
海
上
自
衛

隊
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
頂
き
ま
し
た
。 
 

江
田
島
基
地
に
お
い
て
は
、

教
育
参
考
館
及
び
幹
部
候
補
生

の
卒
業
式
の
研
修
を
通
じ
て
、

海
上
自
衛
隊
に
お
け
る
隊
員
教 

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
だ
け
で

は
な
く
、
過
度
な
飲
酒
は
家
庭 

・
社
会
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と

や
、
健
康
的
な
飲
酒
の
方
法
に

つ
い
て
詳
し
く
教
育
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
巡
回
保
健
衛
生
指
導

に
よ
り
、
各
人
が
大
量
飲
酒
に

よ
る
様
々
な
影
響
を
改
め
て
認

識
す
る
と
と
も
に
、
健
康
管
理

の
重
要
性
に
つ
い
て
意
識
を
高

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
規
則
正

し
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
安
心
し
て

仕
事
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、

是
非
雇
用
し
た
い
。
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
企
業

の
皆
様
方
に
退
職
自
衛
官
の
有

用
性
及
び
就
職
援
護
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
す
。 

     

私
は
、
唐
津
出
張
所
長
と
し

て
唐
津
に
移
り
住
み
、
間
も
な

く
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
な
り
に
感

じ
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 

唐
津
の
人
は
、
そ
の
呼
び
名

の
と
お
り
、
「
か
ら
っ
」
と
し

て
い
て
、
元
来
、
自
衛
官
に
必

要
な
気
質
も
備
え
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。 

 

そ
の
気
質
は
、
唐
津
特
有
の

風
土
、
歴
史
、
特
に
約
２
０
０

年
前
か
ら
連
綿
と
続
く
「
唐
津

く
ん
ち
」
に
由
来
し
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。 

 

唐
津
く
ん
ち
に
欠
か
せ
な
い

曳
山
、
こ
の
曳
山
が
唐
津
く
ん

ち
に
登
場
す
る
の
は
、
一
番
曳

山
の
「
赤
獅
子
（
あ
か
じ

し
）
」
が
奉
納
さ
れ
る
文
政
二

年
（
一
八
一
九
年
）
か
ら
と
の

こ
と
で
す
。 

 

曳
山
の
数
は
、
全
部
で
14
台

あ
り
、
各
町
毎
に
製
作
さ
れ
た

も
の
で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

皆
で
、
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
、

練
り
歩
き
ま
す
。 

 

唐
津
に
は
、
こ
の
く
ん
ち
を

生
き
が
い
に
し
て
い
る
方
が
沢

山
お
ら
れ
、
就
職
し
て
唐
津
を

離
れ
た
方
も
、
こ
の
く
ん
ち
の

た
め
に
、
毎
年
、
必
ず
唐
津
に

帰
っ
て
く
る
ほ
ど
で
す
。 

 

何
故
そ
こ
ま
で
、
人
を
熱
く

さ
せ
る
の
か
と
考
え
た
時
、

「
伝
統
の
継
承
」
、
「
帰
属
意

識
」
と
い
う
唐
津
特
有
の
気
質

が
心
に
刻
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
、

正
に
こ
の
気
質
こ
そ
が
、
自
衛

官
に
必
要
な
気
質
に
繋
が
っ
て

い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

唐
津
の
方
に
は
、
唐
津
く
ん

ち
に
負
け
ず
人
を
熱
く
さ
せ
る

自
衛
隊
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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唐
津
に
住
ん
で 

思
う
こ
と 

平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

熱
か
風 

保健衛生指導を行う自衛隊福岡病院の 
スタッフ 

唐津出張所長 
３等陸佐 小川春吉 

健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
を
高
揚 

陸
上
・航
空
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く 

試験実施要領の説明を受ける受験者（伊万里会場） 

参加者全員での記念撮影 
（高良台分屯基地） 

災害派遣初動対処器材についての 
説明を聞く参加者（目達原駐屯地） 

受付中の受験者（鹿島会場） 

国
を
護
り
続
け
る
予
備
自
衛
官 

日本の将来を担う自衛官を目指して 

救急法訓練を行う予備自衛官 

永年の勤務を称えての記念撮影 

海
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く 

護衛艦の装備について説明を 
聞く参加者 

厳粛に執り行われた卒業式 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
１
月

９
日
（
火
）
、
武
雄
市
武
雄
町

の
「
武
雄
神
社
」
に
所
員
一
同

で
参
拝
し
、
募
集
目
標
の
達
成

と
今
年
一
年
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
私
た
ち
広
報
員
に

と
っ
て
、
自
衛
官
等
の
募
集
の

面
で
、
厳
し
い
年
に
な
ろ
う
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
所
長
を
核

心
と
し
て
、
所
員
一
同
で
頑
張

ろ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し 

 

唐
津
出
張
所
は
、
１
月
10
日

（
水
）
、
唐
津
市
南
城
内
の

「
唐
津
神
社
」
に
所
員
一
同
で

参
拝
し
、
安
全
を
祈
願
す
る
と

と
も
に
、
防
人
と
し
て
の
思
い

を
新
た
に
す
べ
く
、
太
平
洋
戦

争
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
英

霊
を
祀
っ
て
あ
る
忠
霊
碑
を
お

参
り
し
ま
し
た
。 

 

忠
霊
碑
は
、
名
勝
「
虹
ノ
松

原
」
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
て

ら
れ
て
お
り
、
２
１
８
６
名
の

英
霊
を
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。 

 

碑
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
芳
名

に
は
、
出
身
地
の
み
が
記
さ
れ 

た
。 

 

ま
た
、
募
集
広
報
活
動
を
行

う
中
で
、
車
両
を
運
行
す
る
機

会
が
多
い
た
め
、
車
両
運
行
の

際
に
は
、
各
人
が
し
っ
か
り
と

注
意
し
て
、
車
両
無
事
故
運
転

に
努
め
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
年

も
新
た
な
気
持
ち
で
、
地
域
の

架
け
橋
と
な
り
、
募
集
広
報
活

動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

て
お
り
、
ど
こ
の
部
隊
で
あ
っ

た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
唐
津
の
地
を
離
れ
、

全
国
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
世

界
の
ど
こ
か
で
命
を
落
と
さ
れ

た
か
と
思
う
と
胸
が
詰
ま
り
ま

し
た
。 

 

我
々
の
存
在
は
、
先
人
の
尊

い
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
と
、

現
代
の
防
人
と
し
て
の
思
い
を

新
た
に
し
て
、
唐
津
出
張
所
員

一
同
は
、
今
後
も
活
動
し
て
参

り
ま
す
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
12
月

13
日
（
水
）
、
航
空
自
衛
隊
防

府
南
基
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た

第
11
期
自
衛
官
候
補
生
卒
業
式

に
同
行
し
ま
し
た
。 
 

卒
業
の
日
を
迎
え
た
候
補
生

か
ら
は
、
「
入
隊
当
初
は
、
戸

惑
い
や
辛
い
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
同
期
で
励
ま
し
合
い
、

競
い
合
い
、
教
育
を
通
じ
て
知

識
や
技
能
、
体
力
及
び
気
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
自 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
1
月

14
日
（
日
）
、
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ

テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
鳥
栖
市
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
に
お
い
て
、
募
集

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
寒
波
の
影
響
に
よ

り
、
気
温
は
低
い
状
態
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
風
は
弱
く
、
会

場
に
は
県
内
外
よ
り
多
数
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
場
内
で
は
、
レ
ー
ス
終
了

後
の
参
加
者
に
目
達
原
駐
屯
地 

信
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

卒
業
式
は
、
防
府
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
及
び
来
賓
の

ご
参
加
を
得
て
、
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

式
終
了
後
に
は
、
祝
賀
会
食

が
行
わ
れ
、
自
衛
官
と
し
て
成

長
し
た
我
が
子
の
姿
に
喜
ぶ
ご

家
族
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
自
衛

官
と
し
て
歩
み
始
め
た
新
隊
員

と
ご
家
族
を
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
で
応
援
し
て
参
り
ま
す
。 

の
支
援
に
よ
る
豚
汁
が
提
供
さ

れ
る
中
、
自
衛
官
等
募
集
コ
ー

ナ
ー
に
も
多
く
の
方
々
に
立
ち

寄
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

学
生
や
子
供
を
持
つ
親
御
さ

ん
は
、
募
集
制
度
の
説
明
を
受

け
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
興

味
深
く
手
に
取
り
、
持
ち
帰
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
行
事
を
通
じ
て
募
集
広

報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

唐
津
出
張
所
、
鳥
栖
地
域
事
務
所
及

び
佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
12
月
22
日

（
金
）
、
佐
世
保
地
区
に
お
い
て
行
わ

れ
た
護
衛
艦
「
い
せ
」
の
体
験
航
海
へ

の
募
集
協
力
者
等
の
参
加
を
支
援
し
ま

し
た
。 

 

参
加
者
は
、
「
い
せ
」
の
特
徴
で
あ

る
飛
行
甲
板
や
搭
載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
研
修
し
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
搭
載
型
護
衛
艦
の
有
用
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
丁
寧
な
説
明
の

お
か
げ
で
、
海
上
自
衛
隊
の
活
動
が
良

く
解
り
ま
し
た
。
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
、
海
上
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う

広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。 
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コースとなります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

安全祈願する所員一同 
（唐津神社） 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 
１８歳以上 
２７歳未満の方 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

現
代
の
防
人
と
し
て
の
思
い
を
新
た
に 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

武雄地域事務所所員一同 

茅輪（ちのわ）を潜り心を清める 
忠霊碑をお参りする所員一同 

（虹ノ松原） 

厳粛に執り行われた卒業式 

泉２士と祖母様、お母様の記念撮影 

募
集
目
標
の
達
成
及
び
安
全
を
祈
願 

自
衛
官
と
し
て
歩
み
始
め
た
新
隊
員
を
応
援 

鳥
栖
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加
者
へ
募
集
広
報 

護
衛
艦
「い
せ
」体
験
航
海 

平和を守り、未来を創る 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

陸・海・空自衛官候補生募集 

飛行甲板を見学する参加者 

搭載ヘリコプター用エレベーター 
を見学する参加者 

募集制度の説明を受ける参加家族 

ロードレース参加者で賑わう会場内 


